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Ⅰ序   

われわれ会計人ほ議論を解決しようとせず，その議論を放置Lてしまいがちである。談  

論を放置するという意味は，議論と．なった問題を全く無視してしまうという意味でほな  

く，時機を得た別の問題が登場するまで活発な議論をするのであるが，新しい問題が登場  
すると当面その新しい問題に．注意をそらされ，先の問題の解決を忘却してしまうという意  

味である。たとえば，棚卸資産の評価に際しそFIFOを適用すべきか，LIFOを適用すべ  

きかという議論がかつて活発になされ，今日でほ陳腐な問題の1つとなっているのである  

が，陳腐な問題となっても，問題が解決されてしまっているわけでほ決してない。同様な  

例ほ，利子の原価性，減価脱却法の声額法と加速償却法，全部原価計算と直接原価計算，  

合併会計に・おけるプーリソグ説と／く・－チェス乱・等々数多くあり，しかも，会計人ほ当  

面の問題に．関心を移行する結果，未解決の問題ほ益々増大していく憤向にあるといえる。   

それでほ，一・体われわれほノなぜ問題の解決ができないのであろうか。これに対して，ス  
（1）  

クーリング教授ほつぎのような論述を展開している。   

会計の定義はこれまでさま、ざまな形で行なわれてきたのであるが，これまでの定義は科  
（2）  

学むこ対立するものとしての会計の「技術」を強調す－るという傾向が一般にみられた。つま  

（1）RobertR．Sterling，“Toward a Science ofAccounting〃Reprintedfrom   

FinancialAnalystsJournal，Sept．／Oct．1975pp。1l－2 

（2）会計の代表的定義を掲げて－みるとつぎのとおりである。   
1941年 AIAの会計用語委員会の定義  

「会計とは，少なくとも部分的に．は財務的性質をもう取引や事件を意味内容がわか  
るように．，また貨幣によって，記録し，分撰し，要約し，そしてその結果を解説す  

る技術である。」   
1953年リレレトン「会計理論の構造」  ●  

「会計の最高の目的は，人が一企業を理解するのをデータ・一によって助力するこ．と  

である。」   
1957年 AAA会計上の諸概念及び諸基準委員会  

「会計の主要な機能ほ，大企業であろうと小企業であろうと，ともかく，一企業の   
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り，会計ほコンペソションに・基礎をおく・－－－－」ヲソペソショソほ科学の基礎を形成する法則  

に対立しているT－鴻のであり，会計の方法が科学の方法と対比せられるという形で定義  

がなされた。しかし，そうした会計の定義は，まず第1に，科学の本質に対する誤解と第  

2に，会計にほ固有の非科学的側面があるという誤った見解，にそれぞれ基づくもの■であ  

る。科学の本質に．対する誤解というのは，1つの学問が科学的であるためにはその学問が  

不変の法則と絶対的真理から成立しなければならず，会計に．は人間の判断，職業団体の指  

針，経験匿もとづく慣習を基礎とした不確実な側面が多く「自然の法則」というものは存  

在しないという見解である。たしかに，会計にほ無数の不確実な側面が多く，会計におけ  

る不確実性の存在こそがまさに会計を技術として定義せしめる原田となっ七いる。しか  

し，これは明らかに科学の本質に対する誤解である，科学を絶対的寅理から成立するもの  

として認識するならば，多くの不確実な側面をもつ会計は科学ではない。しかし，絶対不  

変の真理から成る法則は，科学において存在しない。・ニjL－・トソ物理学の法則がアイソシ  

ュ．タイソの相対性原理によって転倒したように，科学者に．とって法則は，つねに．経験的挑  

戦を受ける一・般化であり，それゆ．えにこそ，科学者は科学的研究を継続しなければならな  

い所以がある。第2の会計には固着の非科学的側面があるという見解に対する反論は，会  

計が法則の代りにコンベンションに基づくというのほ現在の状態とはいえ，必要条件では  

ないということである。原始社会において，病の治療を専門にする老と現代の医学者は，  

ともに「病気」という同一・の課題に・とりくむが，その課題に・対する「方法」は全く異なっ  

ている。前者は悪魔をとり除くために芸術的な儀式を行ない，後者は経験的一般化もしく  

は法則を求めて科学的研究を遂行する。両者の差異は、課題の相異ではなく，課題に対する   

活動を理解するために不可欠な情報を集収し，伝達することである。．」  
1961年 チェソ／ミ1－ス，「会計，評価，経済的行動」  

「会計とほ，将来の市場に．おける行為の指針とし七，財務的情報を継続的に提供す   

ることを目的として，回顧的，現在的な貨幣計静を組織的に．行なう方法である。」  
1965年 AICPA「会計調査研究番」 

「会計とは，企業実体の管垂と運営のため，並びに受託茸任およびその他の責任の   

遂行上掟供されるべき報告番のために，信頼しうる情報を収集し，記録し，分撰し，   
伝達する知識体系および職能である。」  

1966年 AAA基礎的会計理論の報告書  
「会計ほ，情報の利用者が判断や意思決定を行なうにあたって，事情に・精通したう   

えでそれができるように，経済的情報を識別し，測定し，伝達する過程である。」  
1970年 AICPA会計原則審議会  

「会計ほサ・－ビス活動である。会計の機能は，経済的な意思決定を行なうー代替   

案の中から合理的な選択を行なうーのに有用と思われる経済的実体についての数   
盈的情報，主として財務的情報を提供することである。」   
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接近方法の相異に．ある。病気を気まくヾれな悪魔の仕業として定義し続ける限り，問題解決  

ほ出来ない。科学への第一・歩は問題の定義を変更することである。近代医学もおびただし  

い不確実性に直面するが，原則的に解決できない ような問題を定義するという「わな」に  

は落ち込んでほいない。こうした比喩ほ会計にもあてほまる。会計の課題が法則ではな  

く，コソベンツョてに基づかなければならないという要請は何もない。我々がエれまで  

会計はコンペソショソに．基づくものであると定義してきたという単純な理由町す■ぎない。  

これとは異なった定義も可能である。会計に非科学的な側面が固有にあるというのでほ．な  

く，これまで孜々のとった「方法」が非科学的方法であったからに他ならない。   

要するに，スタ・－リングは会計人がこれまでとりえた方法やそこにおいて展開された会  

計モデルが科学の方法に準拠したものでほなく，また，解決可能な方法に・よって議論もな  

されていないという理由から，会計上の問題が解決出来なかったと指摘している。小稿は  

こうした意識を原点として数最会計・モデルの構成を試みるスターリングの学説の一端を紹  
（3）  

介するとともに若干の私見を述べることを意図している。  

ⅠⅠ会計の目的とモデルの本質   

スタ1－リングは会計を課題という側面，すなわち，会計は「何を．」（what）計舞するか，  

「何ぜ」（why）計算するかという議論としてでほなく，会計はいかに．（how）行なうかと  

いう方法に着目して会計の内包を規定する。   

Accountingという用語はAccountという用語から派生したものであるが，Account  

を動詞として用いれは，「知らせる」（infor品）または「説明する」（explain）を意味し，  

名詞として用いれは，「理由・原因・根拠・動故などの基本的な痍速またほ解説」を意味  

する。Aceountingという用語もこうした語源と同様な意味をもっているので，会計は  

ある現象についての「情報」や「説明」を与える活動であるといえる。会計担当者は，会  

計報告書を通じて現象についての情報を知らせたり，説明したりするが，そのためにはま  

ず現象を跡づけることが先決である。現象を跡づけるに．は；会計において特殊な方法を用  

いる。かぐて，会計を暫定的に定義すれば，つぎのように．なる。  

（3’）Robert R．S七erling，“Accounting；a SCientific approachけ′unpublished  
draft   
Robert R．Stetling，“AIiExplication and Analy＄is ofthe Structure of   
Aeeounting〃PaItI，ⅠI   

SchoolofBusiness Reprint Series，The University ofKansas，   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



－Jβユー  数盈会討論について   701  

「会計とほ，情報と説明を行なうための報告書を作成するという目的で，ある現象を跡  

づける方法である」   

スタ・－・リングはこのような定義を与えているが，ここで注意されるべき点は，いかなる  

現象を跡づけるかというよりも，むしろ，現象を跡づける方法が強調されている点であ  
（4）  

る。氏に．よれば，現象を跡づける方法こそが会計の内包を規定するのである。   

それでは，現象を跡づける方法とほ何であろうか。氏ほ，それほ殴式簿記であるとす  

る。複式簿記ほ，ある現象が生起すれは，それほ常に二面的効果を有するものとして把握  

する方法である。スク－リングは複式簿記をもって，経験現象の二面的効果を複式記入に 

よって跡づけ，「モデル．」に．する会計固有の方法であるとするが，それが個別的・具体的な  

情況に適用された場合，具体的な経験システムとなり，それを「会計シろテム」と呼んで  

区別している。現象のこ面的効果は企業という経験システムほかりでなく，財貨がある堺  

筋（ロー・ケー・シ ョソ）から他の場所に移転した場合など。到る所で常阻見い出せるから，  

複式簿記の適用領域ほ極めて広い。以上のことほ，会計の領域が複式簿記とい 

法とその一方法の具体的に適用された個別領域から成立するということになるのである。   

それでは，モデ′レほ何のために構成し，いかなる構造を蕎するか。科学の主たる目的  

は，経験現象を記述すること以外に，現象に．ついての説明や予測を可能ならしめる一顧原  

理せ確立することである。モデルはそうした科学の目的を達成するための思考の手段であ  

るから，端的に言えば，モデルは経験現象の説明と予測のために構成されるといえる。我  

々はモデルによって，観察された経験現象からいまだ観察されない経験現象の予測へと概  

念的に．移行が可能となる。説明と予測という目的をモデルが十分に達成するためには，人  

間の知識狂得の中心問題である「論理」と「経験」がモデルの構成に際して決定的依能を  

（4）方法によって学問の内包規定を行なう考え方は数学本質論の中にもみられる。たと  
えば，H．B．Curryほ数学の本質について，′2、つの塞要な見解があるとして，実質   
主義（Contensivism，これは独語のInhaltlichになぞらえた造語）と形式主観を  
あげる。   
実質主義に従えは，数学は明確な課題あるいは内容を有する。つまり，日常の数学的   

論議－一数，集合，関係，関数etc．－の中で理．解されているように，命題がとり   

あつかう対象は，ある意味では存在し，それらの命題が事実と一・致する限り，その命   
題は其であるという見解で奉る。これに対し，形式主義の観ノ如、ら，数学は課題とい  

ヒ   うよりも方法によって特徴づけられるム この立場のもとでは，数学の対象は，  

されていないか，具廊化されていても，その厳密な性質と無関係であるもので  
それに．よって定理の異に何んら影響を及ばすもの■ではないとする。  
HaskellB．Curry．Foundation of MathematicalLogic．p．8 
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果していゃということに注意されなければならない。すなわち，論熟ま記号と記号の関係  

であるに対し，経験は記号と観察あるいほ測定との関係である。論理的問題は記号の「形  

式」と「意味」を検討することに．よって答えられる問題・であるに対し，経験的問題ほ現実  

世界の検討，すなわち，観察や測定を行なうことによって答えられる問題である。かく  

て，モデルの中にほ，論理と経験の相互作用があり，記号のすべてほ他の記号に関係づけ  

られなければならないし，記号のあるものは，観察によって経験現象に．関係づけられてい  
（5）  

なければならない。   

モデルは狭義に．ほ解釈されでいない記号からのみなり，形式体系（公理体系）として構  

成されている。それゆえ．，解釈されていないモデルにおいては，命題の集合の論；殴的真に 

ついてのみ関心が払らわれている。．モデルの論理的異に．ついてのテストが論理的テストで  

あり，論理的テストの失敗，すなわちモデルの矛盾ほ，‾モデルの修正もしくは棄却となる。   

しかし，広一義には，・モデルは形式体系と解釈から成る。ここにり「解釈」とほ現象と現  

象を表現した記号の関係であるから，経験的レベルに関係した領域である。科学的虻デル  

ほ常に経験的テストを受けなければならない。経験的テス†は記号と経験現象との関係で  

あり，それは，モデルのアウトプット（予測）を現象の個別的な測定と比較することに・よ  

って：行なわれる。経験的テストの失敗は論理的テストの失敗と同様にモデルの棄却もしく  

は修正となる。アウトプットが経験的テストにかけられて，現実の測定と照合がなされて  

モデルのアウトプ1んト＝個別的測定値となっても，そのこ．とはモデルの完全なる検証では  

ない。モデルの経験的其は究極的な意味においては決定する方策がなく，独立した資格あ  

る観察者が観察を行なっで「合意」を行なうしかない。   

スタ・－リングほ会計の目的，科学的モデルの本質を以上のように認識したのち，数量金  

言トモデルの展開にとりかかる。ここ．に．数盈会計モデルとほ，実体が保萌する財貨の数盈を  

跡づける方法を意味し，価値会計モデルとは区側される。数盈会計モデルの個別的な実体  

への適用ほ激盈会計システムとなるが，数最会計システ・ムの構造は評価問題を除けは，価  

値会計モデルの適用である財務会計システムの構造と論理的な同型となるとしている。価  

値会計モデルは常に数畳×単価ノ（評価係数）によっ七表現さわた褒幣数億で構成されてい  

る。しかし，モデルの対■象となる実体の活動という現象は商品形態■をとった物と貨幣の逆  

行するフロ・－であるから，数盈という客観的な物理的世界に・着目してモデル構成をはかる  

（5）「モデルの本質と検証．」陀ついては，拙稿，香川大学経済論叢第50巻第2号pp・8ト106  

を参照されたい。   
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ならば，モデルは「単純化」され，その解釈も直観的に明白となる。モデルが単純化され  

るということは，「レダソダンス」がなく「‾・エレガント」という意味で，・モデルの望まし  

い特性である。  

ⅠⅠⅠ会計モデルの数量的解釈   

会計モデルも「予測」と「説明」という目的をもっており，かつ，論理的テスト 経験  

的テスト，完全性という要件を充足していなけれはならない。なぜなら，会計・モデルも科  

学的モデルの1つに他ならないからである。会計モデルはまず公理体系として構成され，  

しかるのちに．，解釈を付与することができる。つまり，我々は，金言十モデルを純粋数学に  

おける研究として提示し，解釈ほずっと後にまで引き延ばしておくことも可能である。し  

かし，会計・モデルの構造についての記述を進めつつ，同時的に数畳的解釈を与えるならば，  

棲めて理解しやすいものとなるので，以下においては，両者を平行して進めてゆくことに  

する。会計モデルに数盈的解釈を与えるとほ，実体の保有する石油，牛乳，鉄鋼，銅など  

の財の数量を跡づけることを会計モデルの目的として認識することである。では，なぜ数  

量的解釈を付するのか。これに対して，スターリングは2つの理由をあげている。   

まず第1に，大規模の組織体において，何種頼もの生産物が何箇所もの場所に．おかれて  

いるとき，rMY場所に，Ⅹ生産物が，いくらあるか．」というごく単純な問題も決して単純  

に計算できないということ，つまり，大きな組織体に．おいて，数盈の跡づけということが  

主要な問題であるという理屈からである。   

第2に，数盈把握は人間幼ない時から慣れて－いて理解し易いという理由からである。   

こうした2つの理由から，会計モデルに数畳的解釈を付している。   

会計モデルは痙験現象の記号による表現であるが，記号とその記号が表現している現象  

との問には差異がある。モデルにおける記号ほ一・般的名称を与えられているが，それらが  

解釈されると，具体的経験現象について言及する。スタ・一リングほまず会計そデ／レほ．実体  

の公理，記入の公理，勘定の公理に．もとづくものであるとして，それぞれに定義を与え解  

釈を付してゆく。  

（1）実体：P・－ケーーショこ／の集合   

実体（Entity）ほ明確に定義されたP・－ケ・－・ショソの集合であり，戯によって表わさ  

れる。  

ガ∬＝（ロ・－ケ1－ショソ1，2，……，祝）＝実体g   
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P・－・ケ・－・：ンaソとほ分割された空間であり，それは種々の方法で分類され，表現しうる。  

たとえば，いくつかのロー∬ケ仙ションの集まりは油井と呼ばれ，油井の集まりほ油田Ⅹ，  

油田Yと称される。また，タンクと呼ばれるロ・－・ケ・－ショソもあれは，そのタ∵／クの集ま  

りである貯蔵設備Ⅹと呼ばれるロ・－ケーショソもある。いずれにしても，実体は，ロ・－ 

－γヨンの集合であり，それほ，会計システムゐ範囲を具体的に．決定するために必要とな  

る。会計システムは会計モデルの特別な適用であるが，システムの範囲ほ完全に目的適合  

性の基準に・依存している。たとえば，テキサス州の石油盈が目的適合的であるならば，実  

体ほテキサス州の石油をすべて含む占・－ケ、－ショソであると定義される。しかし，その場  

合，実体の範掛ま米国全体の石油畳を把握す畠ためのローーケ・－ショソの廃合より狭くなる  

し，黄体をEXXON社の所有する石油のロ1－ケ・－・ショソと定義したものよりも広くなる。  

このように・，実体を明確に・定義することによって，会計システムの範囲が決定され，東体  

問に・おける振替数最も計算されうるの・である。それゆえ，この実体概念は，公理であると  

考えられる。  

（2）記入‥振替の表現   

実体のP・－ケーrショソがひとたび具体的に．規定されれは，会計システムにおける「記  

入」（Entry）で表現される「振替」（Transfer）を具体化することができる。すなわち，  

実体に含まれる1つのP・－サーショソからの振替，もしくは，そのローケ1－ショソに対す  

る振替は実体gの会計システムに．よって表現される。記入は振替を記号によって表現した  

ものである9もし，実体をテキサス州の石油を含むすべてのP、－ケ・－ショシであると定義  

すれば，テキサス州のあるロ・－ケ・－・ショソから，または，そのローケ1－・・ションに．対するい  

かなる振替も，その実体の会計システムの記入となるのである。その場合ペンシルベニア  

とニュ．・－・≡r血－ク間の振替ほ会計システムの記入とはならないが，ヒユノー・ストソとニューヨ  

－・ク問の振替は会計システムの記入となる。かぐて，実体gの記入は，実体g¢含まれ  

るユつ，もしくはそれ以上のロトー・ケ・－シ ョソにおいて，ストックに影響を及ぼした振替め  

表現である。   

記入ほ」桓射で表わされ，列ベクトル（colⅥmn VeetOr）の形をとる。  

ベクトルの成分功恒の各々は，．ゴ時点（すなわち，振替）におけるロ・－ケ・－シ ョソー乞で   
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のマグニチュ・－ト如のストックの変化を表現したものである。ストγクの合計ほ振替匿  

よって影響されないから，すべての記入の合計は零に．なる。  

≠    ∑4机＝0  
〆ぎ1   

すなわち，あるロ・－・ケー・シュンの増分ほ，他のローケーー・ン≡【ンの減分に．よって相殺され  

る。各々のローケ・－ショソの数選ストックは，そのロ・－ケーショソに対する増分と減分の  

合計であると定義される。そ・れゆえ，数盈ストックの合計は零になる。孤立したグロ・－・ズ  

ド＝システムの中で，増分と減分の合計が零になるという公理は，物理学に．おける保存法  

則に・匹敵する。  

（3）勘定：ストック，源泉，目的の表現   

勘定ほ4恒で表わされ，′行べクレレ（Ⅰ・OWVeetOr）の形をとる。  

4佃戸（∠曾官1，丞廟 功偏）＝勘定乞   

記入ほマトリンクスの列（eolumn）で表わされるように．，勘定はマトリックスの行  

（row一）で表わされる。ベクトルの成分4勘の各々はJ■時点（すなわち，振替）1でのロ・－  

ケ・－シュン宜に．おけるマグニチふ∴－・ド∠甘のストックの変化を表現している。勘定残高  

紬はその勘定の先のあらゆる変化畳の合計であると定義さわる。つまり，舌時における勘  

定iの残高ほ時点1から£までのあらゆる変化盈である。   

‘  
（J…′＝∑」（7り ′∈1   

勘定壱の残高はらぎのうらのいずれかを表わしている。   

a）もし，ローケーーショソ宜が実体に．含まれているならば，ロ・－ケ・・－・ショソiに．おける  

ストックを示す。   

b）もし，ロ・－・ケ・－・ションりが実体に含まれてなく，かつ，q如＜0であるならば，ロ・－ 

ケ・－ショソ古からのストックの源泉を示す。   

e）もし，′ロ、－ケ・－ショソ五が実体に．含まれてなく，かつ，勒＞0であるならば，ローー  

ケ1－ショソiへのストックの目的（destination）を示す。   

実在勘定：（紬）［宜∈頻→qり】   

勘定宜の残高勒はP一－ケ・－ショソ宜が実体に．含まれているならば，ロ・－ケ1－・ショソ乞に 

おけるストックを表現するように意図されている。すでに，実体駄はロ・－ケ－ショソの  

集合であると定義され，・エソティテイ＝ロ・－ケ′・－ショソへの振替，あるいはエソティテイ＝  

ロー・ケ′・－・ショソからの振替は当該実体の会計システムに記入されると述べた。かくして，   
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あるP・－・ケ・－・ションに．おけるすべての変化量の合計はそのP・－・ケ・－ショソのストックに等  

しくなる。 このことから，勘定iがエンティティ±ロ・－ケ－ショソに・ついて述べるならば，  

勘定亮一ほP・－ケ・－ション宜におけるストックの表現すなわち予測となる。エンティティ＝  

ロ－ケ1－・ショソを表わす勘定は実在勘定と呼ばれる。実在勘定の集合ほRで表わされ，  

実在勘定の残高はエンティティ＝P・－ケ1丁ショソのストソクを表わす。   

源泉勘定：（qり）【（る年数■）＆（恥グく0）→絢］   

勘定が実体に含まれていないロ－サ・－－ショソに．ついて述べ，残高が負であるならば，そ  

の勘定はストックの源泉となったロ仙ケ・－・ショソを表わし，「源泉勘定」（Sourcea／e）と  

称する。源泉勘定の集合はSで表わす。残高はソ・－ス＝ロ・－ケ・・－・ションからエンティティ  

ミロ・－サーショソへのすべての振替のマダニチュ・－ドを表わす0 

目的勘定：（守り）【（沌屈∬）＆（恥メ）＞0→q‡′】   

勘定が実体に．含まれていないローケ・－ションについて述べ，かつ，勘定残高が正であ  

参ならば，その勘定ほスト？クの目的となったロ・－ケ・－ショソを表わし，「目的勘定」  

（Destination a／c）と称する。目的勘定の集合ほかで表わす。残高ほすべてのエソテイ  

＝ローケ・－ショソからそれぞれのデスティネ・－ション＝ローサーションへのあらゆる振替の  

正味のマダニサユ・－ドを表わす。   

残高ベクトル   

記入は列ベクトル4拉メとして定義したが，同様に，残高ベクトルほ，  

‘  
恥，＝∑J（ト′  

メ媒1  

又は，開平した形で   

として定義される。かくして，残高ベクトルは所与の時点における勘定残高を示す列ベ  

クトルである。各記入の合計は窄に．なり，勘定残高は記入の合計であるから，勘定残高の  

合計も零になることに注意しなければならない。  

すなわち，   

免    ∑qり＝0       名声1   
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要するむこ，残高ベクトルは各記入の時点すなわら振替と各ローケーショソめ関係を表わ   

すものである。  

会計システムの開始   

会計システムが開始されるとき，すべての勘定の残高は零である。勘定は，物理．的に 

ほ，総勘定元帳といわれる帳簿の1ペ－ジであったり，テドレスといわれるコソピュ．・－・ク   

－rのドラムの場所であったり，・マトリγクスの行であったりする。会計システムが全く新   

しい場合，すべての勘定ほ零残高である。－－・般化のために，すべてこの会計システムの最初   

の記入ほ，実際の日付に関係なく，時点あるいほ振替を表わす1を付す、る。   

ほとんどのエンティティ＝P・－ケ－ションは，我々がそれを考慮しはじめるとき空であ   

る。たとえば，倉庫（もしくはタンカ・－）が新しいと，そこに保有される財貨のストック   

は零である。銀行が新しいとき，貨幣のストックほ窄である。こうした場合，測定された   

ストック官軍0は0時点で零である。それゆえ，官紬＝錮となるから，別段何の問題もない。  

エンティティ＝ロ・－ケ・－rショソに対して少＞0となる場合，最初のスナックは，ソ∵・スP  

－ケ・－・ショソからの時点1む羊・おける振替として処理される。すなわち，竺用＞0（宜∈ガ∬）   

の場合，実体∬の会計システムの最初の記入ほ，エンティティ＝P・－ケ・－ショソとその源   

泉の最初のストックを記録するものである。エ・ソティティ＝ローケ■・－ショソのストックを  

表現するために，実在勘定の残高に対する最初のストγクを記入することが必要となる。   

また，すべての勘定残高が合計して零となるようにするため，源泉を記入することが必要   

となる。   

これまで述べてきた事柄を要約すれば，つぎのようになる。会計1モデルは列ベクトルと   

しての記入と行ベクトルとしての勘定をもつマトリックスで表わされる。残高ベクトルは  

必要な場合追加される。会計モデルはつぎの図のように．なるであろう。  

特定の会計システムに㌧入っていく記入ほ  

ある・エ・ソティティ＝ロ㍉－ケ1－・ショソから，  

あるいほ，エ・ソティティ＝ローケ1・■・■・・ショソ  

への振替の表現として定義される。実体は  

明確に定義されたロ・－・ケ1－・ショソの集合で  

ある。もし，勘定があるエンティティ＝ロ  

－ケ・－ショソを表わしているならば，勘定  

謡ミ  1  2  1  」射1  」¢1空  2  」ヴュ1  ∠q22        クも  Jd両  ∠恥2  6  ∑    」ヴ1†  甘1‘    4抽  q2‘          ∠恥£  伊根  

残高はそのP・－ケ・－ショソにおけるストックを表わしている。もし，勘定がエンティティ   
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ニP－・ケ・－ショソでないP・－・ケーショソを表わしているならば，勘定残高が正であるとき  

目的勘定，負であるとき，源泉勘定を表わす。   

残高ベクトルほ，先の記入ベクトルの要約である。列ベクトルのすべて－一記入と残高  

⊥－ほ合計すれば零となる。∴モデルを操作するために，われゎれは，振替を測定すること  

により，経験的レベルから出発する。記入と呼ばれる振替の表現は・モデルへのインプット  

となり，論理的レベルへと移行する。それから，論理操作（一合計す－ること）が加えられ，  

モデルは勘定残高というアウtプバ・を生み出す。実在勘定の残高はストックの予脚とな  

る。実在勘定，目的勘定の残高ほ，これらのストックがどこかち釆て∴ どこへ行ったかの  

説明である。これらのアウtプットほ，通常，「報告壱」と呼ばれる標準型で提示され  

る。以下においては，この報告杏忙ついての説明をスタ・－・リソグの主張にそって跡づけて  

みよう。   

ストプクの報告啓とストックの変化の報告番   

会計モデルの目的は経験現象の説明と予測であることは，先に述べた。会計・モデルを適  

用する場合，会計担当者はエンティティ＝P・－ケー・シュンに影響を与えたすべての振替を  

記入し，この記入ほ会計担当者に対して，それぞれのロー・・ケ・－ショソのストックの予融を  

可能ならしめるものである。そして，会計担当者は定期的にス十ックおよびストックの変  

化かこついての報告を行なう。これらの報告書は■モデルの詳細な箇所についてほ削除し，専  

門的でない用語で，ストγクおよびスト 

は，ストックあるいほその変化の・マダニチエ∴－ドやロ・－・ケ・－・ションに・関する情報を提供す  

るとともにり ストノクがどこから釆て，どこへ行ったかについての説明を与えることであ  

る。これらの報告書の．正式の名称は，ストyクの報告番（Statement of Stocks）とス  

トyクの変化の報告番（Statement of Changesin Stocks）である。両者をあわせて  

報告番と呼ぶことができ，また，公式的ではないが情報と説明を与える点から「｝ポ1－  

ト」と呼ぶこともできる。   

1）ストックの報告書   

ストックの報告者（すなわち，ストγク＝レポ・－り は，すべての勘定科目の名称とそ  

の痍高を分類して表示したものである。ストノクの報告書には，実体，報告雷名，日付が  

付せられている。報告宙の目的は黄体の各々のロ・－ケ・－ションにおけるストγクの大きさ  

や襲体内のストγクの総計を読者忙知らせることである。この第1の目的は，襲在勘定と  

その残高を袈示し，かつ残高を要約することによって達成せられる。第2の目的はストγ   
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クがどこから入り，どこへ行ったか説明することである。ストックがどこから入って釆た  

かは源泉勘定に．よって示され，ストックがどこへ行らたかは目的勘定に．よって示される。  

この説明ほ，源泉勘定と目的勘定，そLれらの勘定残高と残高の合計を別々に．区分して表示  

することによって行なわれる。たとえば，第1衷のデータ血から，ストック報告雷を作成  

したものが第2表である。  

第1表  実体α  記入マトリックス   

1   

2  

3  

4  

5  

記入 勘定  1  2  3  4  5  6  7  8  ∑    10  －5      －3  6  4    12      ⊥  12  －8        田  7          8      －4 ■     4            3        3        －12      －6      －18  6  －10              2  －8   

軌＝（ロトーケー・ショソ1，2）  

実体α  

ストックの報告番  時点8  

第2表  

目  的：  

ロ、－ケーショソ 3   

ロ・－ケ・－・ショソ′ 4  

小 計   

ス1ック：  

ロ・－ケ・－・ショソ 1  

ロ・－ケ・－ショソ 2  

小 計  

総 計  

源  泉：  

ローケ・－・ショソ 5  

Pl－ケ・－ショソ 6  

総 計  

且
旦
一
1
8
8
「
盈
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第2表において，3種類の勘定がそれぞれグルー・ビングされ，合計されている。それぞ  

れの数字のプラス＝マイナスほ省略されている。数字にプラス＝マイナスをつける代りに，  

目的勘定とストック勘定の合計ほ別の欄に・おき，源泉勘定の合計と等しくなるように示さ  

れ，数字の下に儲線を引いてある。このように・するのは，報告番の読者が数字の合計は零  

に．なるというのを理解するよりも，目的勘定とストγク勘定の合計が源泉勘定に等しくな  
（6）  

るということを示す方が理解しやすいからである。実体から目的勘定へ振替えられたスト  

ックのすぺて：ほ，源泉歯定から出て釆ている。すなわち，ストソクは1つのソ－・ス＝ロ－ 

ケ・－・ショソから，エソティテイ＝ロ∵－サ－・ショソに振替え．られ，それからデスティネ・－シ  

ョソ＝ロ・－ケーショソに．振替えられた。ストック＝レポートのすべてのマダニチュ．・－・ドは，  

第1表において∑欄で示されている。－・般に，ストック＝レポ叫・トのマダニチエ・－ドは，  

恥‘に．よって与えられる。かくてトストγク＝レポ－†の代替的定義は，ストック＝レポ・－ 

トが残高べクレレに含まれセいる情報を専門的でない方法で提示する仕方であるというこ  

とができる。   

ストックの変化の報告審   

ストソクの変化の報告番（又はチェンジ＝レポ叫・りの目的は，すべての・エンティティ＝  

ローケー・㌣ヨソにおける特定期間のストックの変化を読者に知らせることである。このこ  

とほ，関連した期間の記入を合計することに．よって達成される。この合計は行べクレレと  

なる。ストックの変化の報告書はそのべクー・ルに含まれる情報を専門的でない方法で提示  

サる仕方である。第1表をもとに．して，時点5から時点8迄のすべて－のエンティティ＝P  

－ケ⊥ショソに点けるストックの変化を説明したいと仮定しよう。この場合，すべてのエ  

ンティティ＝P・－ケ・－・・ショソの変化を説明しようとしているから，時点5から時点8迄の  

記入をすべて合計しなけれぼならない。これほ，つぎのような行べクfルになる。  

7
 
2
 
4
 
ウ
リ
 
6
 
2
 
 
 

一
 
 

一
 
】
 
 

8  

∑J恥ノ＝ ノコ5  

（6）ストック＝レポ・－トにおいては，目的勘定＋実在勘定＝源泉勘定となっている。こ   

れほ，資産が正の残高（借方）となる勘定で，持分が負の残高（貸方）となる勘定で   

あると定義するとき，資産＝持分となり，同じ形式である。   
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チェンジ＝レポ－トほ源泉もしくは目的を表わしているところのこのベクトルの零でな  

いマダニチュ．1－ドを分塀的に表示したものである。もちろん，これらのマダニチエ．・－・ドに  

関連している勘定名もまた表示されている。1つの残高べクレレについて言えるように・，  

非実在勘定に．関連している正および負のマグニチエ．・－ドほ，それぞれ目的勘定，源泉勘定  

を示している。さきのベクトルにおいて，7と－2のマダニチュ・－・ドほ実在勘定の変化で  

あることに注目しよう。すなわら，このことから，そ・れらのマグニチュ．・－ドほ5のストソ  

クの純増を示している。このチェンジ＝レポ－＝は第8表に例示されている。  

第3表  実体α  

ストックの変化の報告雷  

時点5から 時点8  

源  泉：  

ローケ・－ショソ 3  4  

ローケ－・ショソ 5  6  

計  10  

目  的：  

ロ－・ケ・－ション 4  3  

ロトーケ1－・ショソ 6  2  

計  
5  

ストックの増加  5   

ストック＝レポ・－・トとチェンジ＝レポ・－トの唯一の本質的差異は表示の形式である。さら  

に．，チェンジ＝レポートはストック＝レポ・－トよりも通常ほ短い期間であるといえる。勘定  

残高がストックを表現するためには，記入はすでに述べられたように，時点1に．おいて始  

められなければならない。かくして，ストック＝レポ1－・トは時点1から報告書に示された  

時点までに．わたるものである。しかし，チェンジ＝レポ1－・トは望ましい期間にわたってよ  

いから，見出しにおいて期間を具体的に示さなければならない。期間の相異は．，ロ・－・ケ・－  

ショソ3がチ土ソジ＝レポ・－トにおいては源泉に．， ストック＝レポー・トに．おいては目的に示  

される結果となり，ロt－ケ1－ショソ6においては，ちょうどその道となっている。時点1  

から時点8・迄において，P・－ケーショソ8は．マダニチエ・－・ド4のストックの目的であっ  

た。しかし，時点5から時点8迄におい■ては，それはマダニチュ・－・ドー4のろトックの源  

泉である。チェンジ＝レポ一卜を作成するために用いられるベクトルは記入5から記入8   
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迄を合計することに・よって得られる○あるいは，代替的に，残高ベクレレ8から残高ベタ  

いレ4を控除することによっても得られる。すなわち・  

8  

吼扁一別小＝∑須偏  
Jこら  

一般に．，8く£であるから，  

‘   q粥‘一鯨＿1＝∑如来  
ノー手  

金計担当者は，チェ．ソジ＝レポ・－・トが読者に一層わかりやすくなるにほ，それが実在勘定  

の期首と期末の残高を伴ったセクショソに与ってであると考えている0期首残高は表示  

され合計されるb期末残高も表示され，合計される◇そ・れら2つの合計の差異は・，必然的  

に．，源泉勘定と目的勘寿の合計の差異に・等しくなる。第3窮のチェンジ＝レポ■－’卜をより  

ゎかりやすくするために，第4表札示されたセク・ショソが，先の表の下に示されるべきで  

ある。  

ストックの変化の報告雷  

オプショナル＝セクショソ  

第4表  

ス】、ツク：  

時点 4  

ロ㌧－：サー・ショソ 1  5  

ロ・－・ケ1－・・ショソ 2  9  

計  

時点 8  

p・－ケ・－・ショソ 1  12  

p・－ケ・－ショソ 2  7  

計  

スナックの合計の増加  

14  

期首残高と期末残高の合計の差異は，目的勘定と源泉勘定に等しくなるから，オブショナ 7  
（）  

ル＝セクショソを含め挙ことは，キラーの検証のたやの便利な方法となる0  
l  

（7）スtツク＝レポ1－ト，チェンジ＝レポ1－t・は単一一のエソティティに・立って議論し■てき   

たが，この論理を複数のエソティティ，つまり単一のエ・ソティティの上位・・エンティテ   
ィに拡張したり，単「のエ・ダンテイチイを分割した下位土ソティティに迄延長すること   
もできる。こうした問題については，割愛しておく・○   
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転換係数   

これまでの議論ば「すべての数量が同質性を有する」という前提に立って行なわれた。  

しかし，会計担当者ほ，しばしば，異質の数量に直面する。そうした場合，会計担当者は  

「転換係数」を用いて異質の数量を同質的な数盈に転換する必要がある。数意の異屈性は  

つぎの2つの理由に．もとづくものである。  

1）所定の属性の測度を表現するために用いる単位が異なっている。たとえば，重畳の  

属性ほ，オンス，ポンド，キログラム，トンなどの単位で表現される。   

2）測定される属性が異な・つている0たとえば，あるP㌧－ケ1－ショソ（もしくは振替）  

に・おいて測定される属性は「藍盈」であり，他のロ・－・ケーションにぶいて測定される属性  

は「体積」であるかもしれない。   

異質の数段ほ加法性をもたない。12オンスと3ポンドを加算すれば，論理上は15である  

が，その合計ほ贋験的由示対象をもっていない。それゆえ，もしそうした合計が使用され  

るならば，モデル（会計システム）ほ経験システムの忠実な表現（予測）を行なうことが  

できない。   

イ）異褒的単位   

測定単位・か異質である場合の問題点は，転換係数が叫定であることがわかっているから  

解決しやすい。転換過程は数盈に適切な転換係数を乗じて計算できる。たとえば，ある人  

が，ある振替にりいてはオソスで，他の振替はポンドで測定し，つぎのようなベクトルで  

表現するとしよう。  

（ご；2）＋軸ご：7）  

1ポンドは16オンスであるから，転換係数は，つぎのいずれかである。   

妄（ご…2）＝（ご2）．又は16（ニラ）＝（ミ…り  
特定の会計システムがポンドで表示されるならば，最初の転換係数で転換することにな  

り，ポンドに．よる記入ベクトルの合計は  

（ニH二5）＝（二3）  

となり，これは経験的指示対象をもつ。   

しばしば，所定の振替ベタレレの単位．が異質，すなわち，つぎゐように最初の成分がオ   
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ソス・で表示され，2番目の成分がポソドで表示されているような場合もある。  

（芸）  

714  

この場合は，殴初の成分にのみ意を乗じて，記入ベクトルはつぎのようになる。   

二二き  

この記入ベクトルは，すべての記入べクレレは合計すれば零になるという要件に従って，  

零になるであろう。   

p）異質の属性   

異質の属性の問題は一定の評価係数がないから困難な問題である。たとえば，ミルク1  

ガ′ロソは水銀1ガロンより軽いから，ガロンをポンドに転換するための評価係数を具体化  

して重畳と測度の－、覧表を作成す－ること¢羊不可能である0かくして，最初のものがガロン  

で測定され，ノ2番目のものがポソドで測定されている振替ならば，転換は別個の測定を必  

要とする。、異質の（測定）単位の場合とこの場合の相異に注目しよう。すなわち，異貿の  

単位の場合ほ，定義忙よって，1ポンド＝16オソスと決定でき，論理的，あるいほ数学的  

に．転換できる。しかし，この場合は，論理的操作に・対する，経験的操作であるところの別  

個の測定をしなければならな 

できるようにするために，いずれかの振替を再判定しなければならない。   

しかしながら，我々がなしうるのほ1つの論理操作である。もし，我々が受敏分のマダ  

ニチュー・ドを測定するならば，流出分のマグニチュ－ドを論理的に決定することができ，  

逆のことも言える。振替ベクトルの合計は零であるが，もし，2つのローサーションがあ  

るならば，つぎの等式が成立する。  

」＋qり＋」‾9り＝0  

もし，∠の付せられている値のいずれかを知れば，他の値は容易に計算できる。この推論  

の過程は，帰属（Imputation）と呼ばれ，会計ヰ．しばしば如、られる。   

帰鳳よよく親しまれた表記法である。もし，我々が1ガロソの不凍経済のカソを持って  

おり，それをラジュ・タ・一に注ぐならば，我々は流出分の盈を知ることができる。我々はラ  

ジエターの中に．入った受領分の盈を直接的に測定する方法はないが，先の等式を暗黙に解  

くことによって，ラジエター・の受領分の盈は1ガロソであると帰属せしめることができ  

る。   
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会計上，振替べクレレが異質の属性に・よって述べられる際に，転換係数の計算において  

帰属という推論が叫般的に凧、られている0つぎの振替ベクレレは，1∴・ケ－ション1に 

おける21ポンドの「受領」とロ∵－・ケ・－ション2における7ガロンの「流出」を示してい  

る。  

じ）   

このベクレレほ，先の∠巧れ＋』‾紬＝0を用いて，・つぎのいずれかのベクトルで表現  

できる。  

（ご；1）又はじ）   

なぜなら，我々ほ現在，会計システムを重畳か体麓，ポンドかガロンで表現しているか  

らである。   

転換係数の必要性は，我々がポンドとガロンの2つを跡づけようとするときに生じる。  

たとえば，P・－・ケ－・ショソ1に・おいて，体積を測定する方法がなく，重畳を測定尺度とし  

て用いているとしよう。ぎらに・，・＝ンステム全体に∴ついては，体瘡（ガロン）で表現したい  

としよう。こうした場合，ローケ一・・ンヨソ1から流出が生じるとき問題が生じる。流出分  

をガロ′ソで測定する必要があるからである。そうした問題を予想して，或々は1ポンド当  

りガロソの転換係数を計算して＼用意しておく。  

（ニ）  

の振替ベクトルが与えられ，ロ1－ケ1－ショソ1に．おいて，体積を測定できなけれ  

ば，じ）  の記入ベタレレとして表現できず，ロ・－ケ・－ショソ1の将来の流出分の畳を決  

定できない。そこで，妄＝与ガロン／ポンドの転換係数を計凱，記入ベクトルの転換係  

数をつぎのように準備しておく。  

（ニ＠1／3）   

このようにしておけば，将来，ロ“ニケーショソ1から流出があれば，ポンドで表わされ  

た流出分に転換係数与を乗じて，ガロンで流出分を計算することができるのである。この  

種の転換係数は会計上しばしば用いられるので，我々を吏，つぎのような特殊な記専を与  

－え，一般的に・定義しておく。一如恒＋オ吼り≠0のような振替ベクトルが与えられ，∠桓わが   
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望ましい属性で測定されているならば，転換係数p卓メは，つぎのように定義される。  

pり＝け腑〟勒i  

商ぼ削こ負であるが，転換係数は正であるべきである点から，商に・絶対値がつけられてい  

る。この定義の結果，  

針頑紬＋∠恥ノ＝0  

となる。pりを定義する目的は，すべての記入ベクレレは合計すれは零になるという要件  

に従って，記入ベタ斗ルを零にするためである。  

ⅠⅤ むすび   

我々ほこれまでスタ・－リングの構想する数盈会計モデルの一部を跡づけてきた。我々  

ほ，こうした数畳会計モデルの妥当性やそこに内在する個別的問題にづいてほ，しばらく  

留保し，ここでほ会計を数量的側面から説明しようとする意義について若干私見を述べて  

おきたいと思う。   

会計の目的をどのように把捉するかばともかく，会計ほ，ある目的のために，何かを記  

録し，計算し，その結果な報告する人間の行為，すなわち経験現象であることほ疑問の余  

地があるまい。会計もしくほ会計・ンステムが人間の意図・目的と何のかかわりもなく行な  

われていると見倣すこと，つまり，自然現象と同等であると見敬すことは，経験現象ある  

いは経験システムの本質を見失った謬見である。問題は，会計がいかなる目的で，何を，  

いかに，記録し計算し，誰に報告するかという，目的・対象・方法の内包規定を行なうこ  

とに．ある。   

しかし，会計の目的・対象・方法を規定することほ，なかなか容易な問題ではない。こ  

こでいいうることほ，目的論的体系のもとに／演繹体系として会計の説明モデルを構成する  

ことが経験科学の課題であるならば，公理として設定されるべき目的は，所詮会計の本質  

をどのようにとらえるかという研究者の会計観によって定まるのであって，それゆえ，構  

成されたカリキュ．ラスとそれが及び得る経験現象の説明領域の普遍性によって評価される  

べき′ものであるということである。会計目的は対象額域と離れて独自の存在領域をもち得  

たり，対象領域もしくは対象領域に内在する論理が会計目的を規定するという立場は我々  

の首肯しうるものではない。会計の対象領域ほ会計目的に．よって限定されるとともに会計  

方法によっても限定されうるのである。会計方法は会計目的達成の手段であり，会計の対  

象領域を規定するので，会計目的と会計の対象餞域のパラメ・－・タである。   
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さて，会計は「何かを」記録し，計算すること，いいかえれほ，「何かを」跡づけ，説  

明す・ることであるが，その「‾何か」とい 

株式会社という近代企業の取引に限定する傾向があった。この場合，取引は実体が保窮し  

管理する「倒産」の価値に．増減変化を及ぼす活動を取引であるとし，会計はこの取引を記  

録・計算の対象として，その対象の一題の変化を跡づけることであると考え．られてきた。  

しかしながら，この取引概念＝財産価値の変化，すなわち，会計＝価値計層という思考  

は，貨幣という交換手段が経済活動に浸透し，貨幣経済が発達した段階に．おいて有効性・  

妥当性をもちうるのであって－，貨幣の登場する以前は会計はもっばら所有者が支配する家  

畜・器具，貴金属，土地，家などの物品の数盈計算を管理手段として用いていたのであ  

る。つまり，この時代においてほ会計＝数量計算であったと思われる。   

価値計算は数愚計欝を包摂してヽ、るため，今日，複式簿記という会計の方法ほ，皮相的  

には価値計算中心であって，数盈計算は全く行なわれていないかのように思われるかもし  

れない。しかしながら，期間損益の算定という価値計算を遂行する過程において，会計人  

ほ常に・，棚卸資産の数量有高，仕掛品の評価，間接費の配賦基準，固定資産の管理，固定  

資産の原価配分における耐用年数，産出高の利用，等々多くの物盛基準を用いて－いる。こ  

れらの物盈基準は期間費用の限定，したがってまた財産価値の決定に決定的役割を果して  

いることは特に・注意されるべきである。つまり，財産価値は数量の変化に応じて変化する  

ということである。たしかに，期間損益という価値計算を行なう過程において，さきに述  

べた物盈基準が用いられていることを認めて－も，そのことが数愚計罫の本質とただちに．な  

りうるものではない。物盈基準は数愚計欝の態様をなすものであって，数慮計算の本質  

ほ，財産がどこから入り，どこへ行ったか，を数盈的に跡づけること，すなわち，財産の  

数盈を喝泉，ストック，目的別に追跡し，それを分規・表示することである。こうした数  

愚計静を会計構造の重要な領域に・位屠づけた研究ほ従来全くといってよいほど行なわれて  

いない。しかしながら，複式簿記という会計特有の方法ほ論理的にも，歴史的にも価値計  

算に必然的に結びつくものとは思われないから，複式縛記は数螢計欝を価値計算の補助機  

能もしくは補完機能として位置づけるよ、りも，むしろ，投式特記は数畳を跡づける数愚計  

算に・も価値を跡づける価値計算にも適用できる方法であり，会計は数量計算の領域と価値  

計算の領域をもちうるものと認識する方が適当であると考えられる。この忠味で数量計鈴  

を数量会計論として展開することは，今後多いに研究されるべきであろう。   
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